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と
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小
宮
山
明
敏
は
、
昭
和
初
期
（
一
九
二
五
〜
一
九
三
一
年
頃
）
に
活
躍
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
家
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
基
づ
く
歴
史
認
識
に
よ
り
、
同
時

代
の
文
学
を
積
極
的
に
批
判
し
た
。
同
時
期
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
限
界
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
本

論
で
は
、
同
時
代
文
学
に
関
わ
る
、
小
宮
山
明
敏
の
歴
史
認
識
の
展
開
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

1

『
文
学
革
命
の
前
哨
』（
世
界
社
、
一
九
三
〇
・
九
）
は
、
小
宮
山
明
敏
唯
一
の
著
書
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
批
評
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。

小
宮
山
明
敏
は
、
一
九
三
一
年
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
自
著
は
一
冊
の
み
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
1
）。
出
版
物
で
は
他
に
、
リ
ベ
ヂ
ン
ス
キ
イ
『
一
週
間
』（
平
凡
社
、

一
九
三
〇
・
三
）
な
ど
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
が
あ
る
（
2
）。

多
く
は
な
い
著
作
だ
が
、
後
に
『
現
代
日
本
文
学
全
集
94
現
代
文
芸
評
論
集
（
一
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
八
・
三
）
に
「
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」

（『
主
潮
』
第
七
号
、一
九
二
五
・
九
）「
現
代
作
家
の
傾
向
に
就
い
て
」（『
新
潮
』
一
九
二
七
・
一
）、『
日
本
現
代
文
学
全
集
１
０
７
現
代
文
芸
評
論
』（
講
談
社
、一
九
六
九
・
七
）

に
「
無
産
派
芸
術
家
諸
団
体
分
裂
の
意
義
」（『
創
作
月
刊
』
一
九
二
八
・
四
）、
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
好
行
雄
・
祖
父
江
昭
二
編
『
近
代
文
学
評
論
大
系
第
6
巻　

大
正
期
Ⅲ
・
昭
和
期
Ⅰ
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
三
・
一
）
に
、「
陳
情
と
革
命
前
哨
、
及
び
形
式
の
問
題
」（『
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
』
一
九
三
〇
・
一
）、
平
野
謙
・
山
本
健
吉
・
小

田
切
秀
雄
『
現
代
日
本
文
学
論
争
史　

中
巻
』（
未
来
社
、
二
〇
〇
六
・
九
）
に
は
「
新
藝
術
派
の
特
質
、
位
置
」（『
新
潮
』
一
九
三
〇
・
七
）
が
収
め
ら
れ
た
（
3
）。

再
録
さ
れ
た
評
論
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
の
立
場
か
ら
、
当
時
文
壇
に
登
場
し
た
「
新
感
覚
派
」
や
「
新
芸
術
派
」
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
と
し
て
の
限
界
を
指
摘
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し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
の
動
向
や
作
品
の
価
値
を
評
し
た
も
の
だ
。
小
田
切
秀
雄
は
、『
現
代
日
本
文
学
全
集
94
現
代
文
芸
評
論
集
（
一
）』（
前
出
）「
解
説
・
年
譜
」

で
、プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
陣
営
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
を
ま
と
も
に
取
り
上
げ
て
論
ず
る
こ
と
な
く
も
っ
ぱ
ら
見
く
だ
す
傾
向
が
強
か
っ
た
」
中
で
、「「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
」

に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
論
」
を
執
筆
し
た
「
小
宮
山
の
態
度
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
小
宮
山
明
敏
の
批
評
は
、
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
と
は

異
な
り
、
批
判
の
対
象
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
を
詳
し
く
論
じ
た
と
い
う
の
だ
。

当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
支
配
に
対
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
勝
利
を
目
指
す
社
会
変
革
の
思
想
だ
っ
た
。
そ
の
理
論
の
細
部
や

方
向
は
、
時
期
や
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
例
え
ば
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
」
は
「
芸
術
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
勝
利
と
解
放
の
た
め
に
、
積
極
的
に
役
立
た

し
め
て
行
く
所
の
運
動
」
だ
と
さ
れ
た
（
山
田
清
三
郎
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
理
論
」（『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
教
程
』
第
一
輯
、
世
界
社
、
一
九
二
九
・
七
）。
ま
た
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
は
、
社
会
を
支
配
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
芸
術
を
批
判
し
、「
現
在
に
お
け
る
労
働
者
、
農
民
、
被
圧
迫
大
衆
の
感
情
と
意
識
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
方
向
へ
組
織
し
高
め
て
行
く
」
手
段
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
同
前
）。
さ
ら
に
、
そ
の
歴
史
観
は
、「
次
代
を
支
配
す
べ
き
階
級
の
た
め
の
芸
術
条
件
が
、
前
代

の
支
配
階
級
の
た
め
の
そ
れ
を
全
幅
に
亘
っ
て
包
摂
し
、
征
服
し
、
取
捨
し
、
即
ち
歴
史
的
に
揚
棄
し
て
ゆ
く
関
係
を
理
解
す
る
」
も
の
と
さ
れ
た
（
勝
本
清
一
郎
「
史
的

芸
術
科
学
の
樹
立
へ
」『
新
潮
』
一
九
二
九
・
九
）。

こ
の
よ
う
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
を
克
服
す
べ
き
も
の
と
し
て
一
義
的
に
位
置
づ
け
る
姿
勢
が
、
小
田
切
秀
雄
の
「
ま
と
も
に
取
り
上
げ
」
な
い
と
い
う
評
価
に
つ
な
が
る

の
だ
ろ
う
（
4
）。
た
だ
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
を
含
め
過
去
の
文
学
を
批
判
的
に
研
究
し
学
ぼ
う
と
す
る
面
も
あ
っ
た
（
5
）。
特
に
小
宮
山

明
敏
の
批
評
に
は
、
そ
の
姿
勢
が
明
瞭
に
現
れ
て
お
り
、
小
田
切
秀
雄
に
「
立
ち
入
っ
た
論
」
を
執
筆
し
た
と
評
さ
れ
る
所
以
の
よ
う
だ
（
6
）。

2

小
宮
山
明
敏
は
「
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」（
一
九
二
五
・
九
前
出
）（
7
）
で
、「
新
感
覚
派
」
と
同
時
期
に
呼
称
さ
れ
た
、
中
河
与
一
、
片
岡
鉄
平
、

横
光
利
一
ら
と
そ
の
作
品
を
取
り
上
げ
、「
滅
亡
の
意
識
の
う
ち
に
生
」
き
、「
建
設
の
意
志
を
失
つ
た
」
階
級
で
あ
り
、「
無
意
志
時
代
」
の
中
に
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
ブ

ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
限
界
を
指
摘
す
る
点
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
の
図
式
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、「
階
級
滅
亡
の
悲
惨
な
る
夜
へ
の
最
初
の
か

す
か
な
る
現
象

―
美
し
い
桃
色
の
黄
昏
の
光
を
お
も
は
せ
る
一
群
の
作
家
が
現
は
れ
た
」
と
も
評
し
、
単
純
に
滅
亡
す
る
階
級
と
位
置
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に

独
自
の
美
的
表
現
を
認
め
た
う
え
で
、「
彼
等
は
彼
等
の
美
し
い
黄
昏
に
迫
る
暗
黒
な
る
夜
を
確
実
に
意
識
し
て
ゐ
な
い
」
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
有
す
る
時
代
認
識
の

限
界
を
指
摘
す
る
。
小
田
切
秀
雄
が
「
立
ち
入
っ
た
論
」
と
評
す
る
の
は
、
こ
の
詳
細
な
読
解
を
ふ
ま
え
る
の
だ
ろ
う
。
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詳
細
な
読
解
は
、
や
が
て
批
判
と
す
る
対
象
を
明
確
に
し
て
い
く
。
続
く
「
現
代
作
家
の
傾
向
に
就
い
て
」（
一
九
二
七
・
一
前
出
）
で
は
、「『
文
芸
時
代
』
に
よ
る
片
岡

鉄
平
氏
、
横
光
利
一
氏
、
中
河
与
一
氏
等
」
の
、「
未
完
成
ま
た
は
そ
の
渾
沌
性
」
に
つ
い
て
興
味
を
ひ
か
れ
た
と
す
る
。「
彼
等
の
階
級
」
が
「
絶
望
と
没
落
と
へ
の
急
速

な
る
進
行
」
の
過
程
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
現
代
作
家
の
特
徴
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
無
自
覚
を
指
摘
す
る
点
で

「
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」
と
同
じ
論
旨
だ
が
、
こ
の
批
評
は
さ
ら
に
、
そ
の
無
自
覚
の
特
質
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。

「
横
光
利
一
氏
の
『
静
か
な
羅
列
』
に
お
い
て
、
作
者
は
人
間
の
歴
史
が
如
何
に
し
て
進
ん
で
きマ

マ

、
ま
た
如
何
に
進
ん
で
ゆ
く
で
あ
ら
う
か
を
明
ら
か
に
知
つ
て
ゐ
る
や

う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
知
つ
て
ゐ
る
と
か
、
知
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
以
上
で
は
な
い
。
彼
は
城
壁
の
中
に
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
は
歴
史
を
知
つ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
が
、
歴
史
の
創
造
者
で
な
い
。
即
ち
、
歴
史
と
彼
と
は
間
接
で
あ
る
。
彼
は
比
喩
に
よ
つ
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。」
横
光
利
一
は
「
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
イ
」
の
認
識
と
い
う
城
壁
の
中
か
ら
出
な
い
た
め
、
歴
史
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
歴
史
と
直
接
に
関
わ
ら
ず
、
作
品
自
体
も
歴
史
の
比
喩
的
表
現
に
と
ど
ま
っ

た
と
い
う
の
だ
。
作
品
の
分
析
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
陥
る
歴
史
認
識
の
限
界
を
指
摘
す
る
論
旨
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
形
式
主
義
文
学
の
史
的
位
置
」（『
新
潮
』
一
九
二
九
・
二
）
で
は
、
同
じ
く
新
感
覚
派
の
中
河
与
一
、
横
光
利
一
が
「
形
式
に
よ
っ
て
内
容
が
決
定
さ
れ
る
」

と
提
唱
し
た
形
式
主
義
文
学
論
を
取
り
上
げ
る
（
8
）。
彼
ら
は
「
内
容
を
喪
失
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
」
が
ゆ
え
に
、「
文
学
の
内
容
は
幻
想
で
あ
り
、
実
在
の
形
式
の
み
で
あ

る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
限
界
に
陥
っ
た
と
す
る
。
小
宮
山
明
敏
は
文
学
史
が
「（
1
）
内
容
過
重
時
代
。
／
（
2
）
内
容
形
式
調
和
時
代
。
／
（
3
）
形
式
過
重
時

代
。」
と
変
遷
す
る
と
い
う
。
あ
る
階
級
社
会
が
最
高
段
階
に
到
達
す
れ
ば
内
容
を
喪
失
し
没
落
す
る
過
程
に
入
る
と
、
歴
史
的
な
変
遷
の
法
則
を
示
し
た
う
え
で
、
形
式

主
義
文
学
の
主
張
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
没
落
す
る
段
階
の
特
徴
だ
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
批
評
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
自
覚
し
得
な
い
歴
史
的
過
程
を
明
示
す
る

の
で
あ
る
。

一
方
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
自
体
は
、
内
容
過
重
の
時
代
に
あ
る
と
す
る
。
同
じ
歴
史
的
法
則
に
従
う
な
ら
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
も
や
が
て
没
落
す
る
は
ず
だ
が
、

同
じ
轍
は
踏
ま
な
い
と
い
う
。「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
独
×
社
会
は
全
人
類
的
社
会
へ
の
橋
梁
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
独
×
社
会
の
感
性
は
同
時
に
そ
の
消
滅
及
び
全

人
類
的
社
会
創
造
の
最
初
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
つ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
の
完
成
は
、
同
時
に
全
人
類
的
創
造
の
最
初
を
意
味
し
、
そ
れ
へ
の
橋
梁
と
し

て
の
時
期
を
終
つ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と
す
る
（
＊
文
中
の
×
は
「
裁
」
の
伏
せ
字
）。
楽
観
に
す
ぎ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
運
動
は
、
次
の
歴
史
的
段
階
に
向
か
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
行
き
詰
ま
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
小
宮
山
明
敏
の
論
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
限
界
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
て
い
る
。「
新
感
覚
派
論
、
無
意

志
前
派
時
代
を
越
え
て
」
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
、
没
落
の
過
程
に
あ
る
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
つ
づ
く
、「
現
代
作
家
の
傾
向
に
就
い
て
」
で
は
、
そ

の
限
界
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
認
識
に
閉
じ
こ
も
り
、
歴
史
に
関
与
で
き
な
い
点
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、「
形
式
主
義
文
学
の
史
的
位
置
」
で
は
、
ブ
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ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
表
現
形
式
に
執
着
す
る
の
は
、
歴
史
的
必
然
だ
と
位
置
づ
け
る
。
小
宮
山
明
敏
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
批
評
は
、
対
象
を
分
析
し
批
判
す
る
作
業
を
経
て
、

そ
の
限
界
の
克
服
す
る
方
向
へ
と
展
開
し
て
い
る
（
9
）。
そ
の
展
開
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
が
欠
く
歴
史
認
識
の
中
味
を
明
ら
か
に
す
る
過
程
で
あ
る
。

『
文
学
革
命
の
前
哨
』
で
こ
れ
ら
の
文
章
は
、「
第
一
部　

最
近
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
、
そ
の
没
落
過
程
」
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
一
、
現
代
作
家
の
傾
向
に
就
い
て
」、

「
二
、
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」、
そ
の
後
「
三
、
深
淵
、
没
落
、
そ
の
意
義
」「
四
、
反
動
的
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」「
五
、
反
動
思
想
と
し
て
の
ダ

ダ
イ
ズ
ム
運
動
批
判
」「
六
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
最
終
型
」
を
挟
み
、「
七
、
形
式
主
義
文
学
の
史
的
位
置
」、
次
に
「
八
、
形
式
論
出
発
の
決
定
的
分
析
」「
九
、
新
芸
術

派
の
特
質
、
位
置
」
と
い
う
順
で
あ
る
。
概
ね
発
表
順
だ
が
、「
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」
と
「
現
代
作
家
の
傾
向
に
就
い
て
」
を
入
れ
替
え
た
の
は
、

「
現
代
作
家
の
傾
向
に
就
い
て
」
が
明
確
な
問
題
提
起
を
行
う
か
ら
だ
ろ
う
。「
第
一
部
」
の
総
題
と
共
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
が
没
落
の
段
階
に
あ
る
認
識
を
明
示
し
た
う

え
で
、
各
論
を
挿
み
な
が
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
が
自
覚
す
べ
き
歴
史
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
構
成
だ
。
続
く
、「
第
二
部　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
そ
の
発
展

過
程
」「
第
三
部　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
批
評
論
」
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
自
体
を
論
じ
て
い
く
。

『
文
学
革
命
の
前
哨
』「
序
文
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
到
る
期
間
は
わ
が
国
の
文
学
に
と
つ
て
極
め
て

重
大
な
時
期
で
あ
つ
た
。
／
一
九
二
〇
年
前
後
、
日
本
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
の
完
成
と
ゝ
も
に
、
そ
の
史
的
発
展
の
最
高
に
達
し
、
世
界

に
も
稀
な
芸
術
文
学
的
開
花
の
盛
観
を
示
し
た
が
、
同
時
に
、
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
の
激
化
は
、
や
う
や
く
そ
の
文
学
の
没
落
過
程
を
示
す
に
到
つ
た
。」
同
書
が
扱
う
、

一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
が
矛
盾
を
示
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
を
分
析
し
な
な
が
ら
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
発
展
過
程
を
示
さ
う
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
小
宮
山
明
敏
が
既
成
文
壇
を
批
評
し
た
文
章
は
他
に
、「
武
者
小
路
実
篤
氏
の
位
置
に
つ
い
て
」（『
主
潮
』
第
三
号
、
一
九
二
六
・
三
）
な
ど
が
あ
る
が
、

「
序
文
」
の
問
題
提
起
に
適
わ
な
か
っ
た
め
、
同
書
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
（
10
）。『
文
学
革
命
の
前
哨
』
を
編
集
し
た
段
階
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
歴
史
的

発
展
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
没
落
に
対
比
す
る
モ
チ
ー
フ
は
明
確
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

3

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
家
が
、
文
学
を
歴
史
的
に
分
析
す
る
方
法
と
し
て
参
照
し
た
の
が
、
フ
リ
ー
チ
ェ
の
提
唱
す
る
「
芸
術
社
会
学
」
で
あ
る
。
昇
曙
夢
は
自
身
が

翻
訳
し
た
、
フ
リ
ー
チ
ェ
『
芸
術
社
会
学
』（
一
九
二
六
↓
新
潮
社
、
一
九
三
〇
・
四
）「
序
」
で
、「
本
書
の
著
者
フ
リ
ー
チ
ェ
は
、
別
記
略
伝
の
示
す
が
如
く
、
帝
政
時
代

か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
理
論
家
、
文
芸
史
家
、
批
評
家
と
し
て
、
そ
の
学
名
は
殆
ど
世
界
的
で
あ
つ
た
。
革
命
後
は
更
に
唯
一
の
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
学
者
と
し
て
、
そ

の
言
説
は
悉
く
若
き
マ
ル
ク
ス
学
徒
の
指
導
原
理
と
な
つ
た
。」
と
紹
介
す
る
。
フ
リ
ー
チ
ェ
の
言
説
が
「
マ
ル
ク
ス
学
徒
唯
一
の
指
導
原
理
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
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ま
た
同
書
を
、「
晩
年
の
大
著
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
学
に
そ
の
最
初
の
体
系
を
与
へ
た
名
著
で
あ
る
。
著
者
は
古
今
東
西
本
書
に
於
て
従
来
の
あ
ら
ゆ
る
芸
術
論
を

否
定
し
去
る
と
同
時
に
、
新
た
に
社
会
学
的
・
経
済
学
的
観
点
か
ら
古
今
東
西
の
芸
術
作
品
と
そ
の
歴
史
的
発
達
の
跡
を
検
討
し
て
、
前
人
未
到
の
新
学
説
を
創
設
し
、
広

く
芸
術
の
研
究
に
向
つ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
新
し
い
方
法
と
観
方
と
標
準
と
を
与
へ
て
ゐ
る
。」
と
高
く
評
価
す
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
が
芸
術
の
歴
史
を
論
じ
る
際
に
基
準

と
な
る
書
物
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

小
宮
山
明
敏
は
「
現
代
日
本
文
学
史
（
一
）」（『
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
学
研
究　

第
一
号
』
内
外
社
、
一
九
三
一
・
六
）
で
、
フ
リ
ー
チ
ェ
「
芸
術
社
会
学
の
任
務
及
び
諸

問
題
」（
一
九
二
六
）、『
欧
州
文
学
発
達
史
』（
一
九
〇
八
年
初
版
、
一
九
二
三
年
二
版
、
一
九
二
七
年
改
訂
三
版
）
を
参
考
文
献
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
11
）。
ま
た
、
小
宮

山
明
敏
に
は
、
没
後
『
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
芸
術
学
研
究
』
改
題
第
一
輯
（
叢
文
閣
、
一
九
三
二
・
八
）
に
掲
載
さ
れ
た
、「
一
九
三
〇
、
一
二
、
二
二
」
の
日
付
の

あ
る
「
現
代
日
本
文
学
史
覚
え
書
き
〔
遺
稿
〕」
が
あ
る
（
12
）。
こ
こ
で
も
、
フ
リ
ー
チ
ェ
『
欧
州
文
学
発
達
史
』
を
参
照
し
た
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
小
宮
山
明
敏
は

一
九
三
五
年
頃
に
、「
現
代
日
本
文
学
史
」
の
構
想
を
持
ち
、
フ
リ
ー
チ
ェ
を
参
照
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
リ
ー
チ
ェ
は
「
芸
術
社
会
学
の
任
務
及
び
諸
問
題
」
で
、「
芸
術
社
会
学
の
第
一
の
任
務
は
、
一
定
の
芸
術
の
型
の
、
一
定
の
社
会
形
態
（
階
級
社
会
に
あ
つ
て
は

―

階
級
形
態
）
へ
の
合
法
則
的
適
応
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。」
と
す
る
。
芸
術
社
会
学
は
、
社
会
と
芸
術
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
原
理
と
し
て
、
そ
の
法
則
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
だ
と
い
う
の
だ
。
そ
し
て
、「
一
定
の
社
会
形
態
と
一
定
の
芸
術
の
型
と
の
間
の
法
則
的
な
連
関
を
設
定
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
い
て
、
反

復
さ
れ
る
類
似
的
社
会
形
態
の
現
存
に
際
し
て
の
、
一
定
の
芸
術
の
型
の
法
則
的
な
反
復
を
明
か
に
す
る
こ
と
」
と
す
る
。
一
定
の
社
会
形
態
が
人
類
史
上
で
反
復
さ
れ
れ

ば
、
芸
術
の
型
も
反
復
す
る
。
つ
ま
り
、
社
会
と
芸
術
と
の
関
係
に
普
遍
的
な
法
則
を
見
出
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
フ
リ
ー
チ
ェ
『
欧
州
文
学
発
達
史
』
は
、「
諸
階
級
の
対
立
関
係
及
び
階
級
内
部
の
各
種
の
層
の
力
学
的
関
係
の
見
地
」
か
ら
「
中
世
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
、
夫
々
の
国
に
於
け
る
階
級
闘
争
の
文
学
に
於
け
る
反
映
の
歴
史
記
述
」
を
な
す
も
の
だ
（
13
）。
特
に
十
八
世
紀
以
降
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
記
述
は
、
古

典
主
義
、
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
、
十
九
世
紀
末
の
印
象
主
義
、
象
徴
主
義
ま
で
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
十
九
世
紀
末
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
「
印
象
主
義
的
唯
美
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
の
出
来
る
新
し
い
様
式
」
を
取
り
上
げ
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
や

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
ら
を
含
む
と
す
る
。
既
存
の
文
学
史
で
は
同
じ
思

潮
に
分
類
さ
れ
な
い
文
学
者
た
ち
だ
が
、
そ
こ
に
共
通
す
る
「
様
式
」
が
見
出
せ
る
と
い
う
。
上
流
貴
族
階
級
と
金
利
生
活
者
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
等
、
社
会
の
「
寄
生
的

な
層
」
の
、「
余
り
に
も
物
質
的
な
る
も
の
を
避
け
て
、
様
式
化
さ
れ
た
、
技
巧
的
に
調
合
さ
れ
た
形
に
於
い
て
現
実
と
人
間
を
描
写
し
た
」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
社
会
形
態
と
芸
術
の
関
係
か
ら
法
則
を
抽
出
す
る
と
、
一
見
異
な
る
文
学
思
潮
の
間
に
、
共
通
す
る
「
芸
術
の
型
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

『
欧
州
文
学
発
達
史
』（
三
版
）
で
は
、「
芸
術
社
会
学
」
の
方
法
が
応
用
さ
れ
る
、
芸
術
の
歴
史
的
分
析
が
行
わ
れ
た
。
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小
宮
山
明
敏
は
「
現
代
日
本
文
学
史
覚
え
書
き
〔
遺
稿
〕」
で
、日
本
の
文
学
史
上
の
出
来
事
と
、フ
リ
ー
チ
ェ
『
欧
州
文
学
発
達
史
』
の
記
述
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
例

え
ば
、
江
戸
時
代
の
「
商
業
資
本
家
、
高
利
貸
資
本
家
集
団
の
新
ら
し
い
心
理
が
、
封
建
的
権
力
支
配
下
の
諸
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
衝
突
し
た
」
結
果
生
ま
れ
た
、
井
原
西
鶴

に
代
表
さ
れ
る
「
放
縦
、
金
力
、
自
由
の
謳
歌
」
の
表
現
に
は
、
十
四
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
商
業
資
本
主
義
を
背
景
と
す
る
、
ボ
ッ
カ
チ
ョ
「
十
日
物
語
」（
デ
カ
メ
ロ
ン
）
の

「
物
質
と
肉
欲
と
を
頌
つ
た
讃
美
歌
」
が
対
比
さ
れ
る
。
同
様
の
社
会
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
、
芸
術
作
品
の
類
似
性
を
考
察
す
る
際
に
、『
欧
州
文
学
発
達
史
』
か
ら
示
唆
を

得
た
よ
う
だ
。

ま
た
、「
現
代
日
本
文
学
史
覚
え
書
き
」
は
冒
頭
に
、「
序
論
」「
研
究
の
方
法
」
と
し
て
、「
文
学
史
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
研
究
方
法
と
は
何
か
。
／
1
．
経
済
力
（
生
産

諸
力
）
の
発
展
過
程
に
従
つ
て
、
如
何
に
文
学
が
発
達
し
た
か
。
／
2
．
し
か
し
、
文
学
の
発
展
型
か
ら
、
経
済
的
構
造
を
逆
に
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
訳
だ
か
ら
、
1

の
研
究
が
浅
い
場
合
は
、
2
つ
の
法
則
に
よ
つ
て
科
学
性
を
得
る
こ
と
が
可
能
だ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
社
会
の
経
済
的
条
件
と
そ
の
生
産
物
で
あ
る
文
学
と
は
密
接
な

関
係
に
あ
る
た
め
、
ど
ち
ら
を
分
析
し
て
も
、
法
則
を
導
き
だ
す
こ
と
は
可
能
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
考
察
は
、
社
会
形
態
と
芸
術
の
関
係
か
ら
法
則
を
導
き
出
す

「
芸
術
社
会
学
」
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
推
論
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
宮
山
明
敏
の
日
本
文
学
史
の
構
想
に
は
、
フ
リ
ー
チ
ェ
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
（
14
）。「
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」
に
始
ま
る

一
九
二
五
年
に
始
ま
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
批
判
は
、
そ
の
後
フ
リ
ー
チ
ェ
「
芸
術
社
会
学
」
の
方
法
を
得
て
、
一
九
三
〇
年
に
は
歴
史
的
記
述
へ
と
発
展
す
る
機
会
を
得
た
。

完
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
芸
術
か
ら
、
現
在
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
ま
で
の
変
遷
を
論
じ
た
、
日
本
に
お
け
る
『
欧
州
文
学
発
達
史
』

と
な
る
は
ず
の
構
想
だ
っ
た
。

4

小
宮
山
明
敏
が
「
現
代
日
本
文
学
史
」
を
構
想
し
た
一
九
三
〇
年
は
、フ
リ
ー
チ
ェ
の
再
検
討
が
提
唱
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。
同
年
に
は
、昇
曙
夢
訳
『
芸
術
社
会
学
』

（
一
九
三
〇
・
四
前
出
）
が
出
版
さ
れ
、
蔵
原
惟
人
が
「
芸
術
社
会
学
の
方
法
論

―
フ
リ
ー
チ
ェ
の
「
芸
術
社
会
学
」
を
読
む

―
」（『
思
想
』
一
九
三
〇
・
六
）
を
発
表

し
て
い
る
（
15
）。
蔵
原
惟
人
は
、
フ
リ
ー
チ
ェ
が
「
芸
術
社
会
学
に
確
固
た
る
基
礎
を
与
へ
た
」
こ
と
を
「
画
期
的
」
と
認
め
な
が
ら
、「
芸
術
社
会
学
」
が
「
一
般
マ
ル
ク

ス
主
義
理
論
に
於
け
る
最
も
遅
れ
た
分
野
で
あ
る
芸
術
に
関
し
て
ゐ
る
」
科
学
部
門
で
あ
る
た
め
、「
フ
リ
ー
チ
ェ
「
芸
術
社
会
学
」
が
そ
れ
自
身
完
全
な
も
の
で
あ
り
得

な
い
」
と
す
る
。

蔵
原
惟
人
は
、
フ
リ
ー
チ
ェ
が
、
芸
術
社
会
学
を
「
法モ
ノ
テ
テ
イ
ツ
シ
ユ

則
定
立
的
な
学
」
と
規
定
し
、「
個イ
デ
イ
オ
グ
ラ
フ
イ
ツ
シ
ユ

性
記
述
的
な
学
」
で
あ
る
芸
術
史
と
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
く
と
い
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う
。「
マ
ル
ク
ス
主
義
に
と
つ
て
は
、
法
則
な
き
歴
史
も
な
け
れ
ば
、
歴
史
な
き
法
則
も
あ
り
得
な
い
。」
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
は
、
法
則
と
歴
史
記
述
は
一
体
で
区
別

で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
「
歴
史
性
を
抽
象
し
よ
う
と
し
た
一
般
的
普
遍
法
則
の
う
ち
に
す
べ
て
の
社
会
現
象
を
包
括
し
よ
う
と
試
み
る
な
ら
ば
、
我
々

は
現
実
か
ら
離
れ
た
「
法
則
」
を
頭
の
中
で
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
」
か
ら
だ
と
い
う
。
歴
史
の
特
殊
性
に
目
を
向
け
て
、
法
則
を
導
き
出
す
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
に
と
っ
て
す
べ
て
の
社
会
科
学
の
研
究
は
、「「
頭
脳
の
訓
練
」
や
「
科
学
の
た
め
の
科
学
」
に
役
立
て
る
為
に
す
る
の
で
は
な
く
て
、
現
代
社
会
の
理
解
と

そ
れ
へ
の
科
学
的
な
働
き
か
け
と
云
ふ
実
践
的
な
意
義
を
も
つ
て
ゐ
る
も
の
」
だ
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、「
理
論
的
な
社
会
科
学
の
任
務
は
、
す
べ
て
の
社
会
現
象
を
そ
れ
に
作
用
す
る
個
々
の
歴ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

史
的
な
法
則
に
分
析
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
等
の
諸
法
則
の
綜

合
と
し
て
の
社
会
現
象
そ
の
も
の
ゝ
発ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

展
の
法
則
（
弁
証
法
）
を
明
か
に
す
る
に
あ
る
」
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
弁
証
法
的
唯
物
史
観
を
、
芸
術
社
会
学
の
基
盤
と
す

べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
フ
リ
ー
チ
ェ
の
理
論
に
は
、「
反ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

復
さ
れ
た
る
類ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

似
的
社
会
形
態
の
現ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

存
に
際
し
て
の
一ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

定
の
芸
術
の
型
の
法ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

則
的
な
反
復
を

明ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

か
に
す
る
こ
と
」
を
芸
術
社
会
学
の
任
務
と
位
置
づ
け
る
点
で
、「
発
展
」
を
記
述
で
き
な
い
懸
念
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。

小
宮
山
明
敏
「
現
代
日
本
文
学
史
（
一
）」
が
掲
載
さ
れ
た
『
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
学
研
究
第
一
号
』（
一
九
三
一
・
六
前
出
）
は
、
巻
頭
に
ア
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
「
芸
術
に

対
す
る
フ
リ
ー
チ
ェ
の
見
解
」、
続
い
て
、
松
本
正
雄
「
芸
術
社
会
学
に
つ
い
て
」、
川
口
浩
「
科
学
的
美
学
の
道
」、
そ
の
次
に
「
現
代
日
本
文
学
史
（
一
）」
と
い
う
掲
載

順
で
、
ひ
と
つ
の
特
集
を
構
成
し
て
い
る
。
蔵
原
惟
人
は
、「
芸
術
社
会
学
の
方
法
論
」
で
、
フ
リ
ー
チ
ェ
に
対
す
る
見
解
を
、『
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
学
研
究
』
を
編
集
す

る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
科
学
研
究
所
所
属
の
芸
術
社
会
学
研
究
会
に
私
が
提
出
し
て
、
論
議
さ
れ
、
大
い
に
確
認
さ
れ
た
」
こ
と
を
付
記
し
て
い
る
。
こ
の
特
集
は
、
そ
の
論

議
と
確
認
に
よ
っ
て
、
成
立
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

特
に
松
本
正
雄
は
、
明
確
に
蔵
原
惟
人
の
「
芸
術
社
会
学
の
方
法
論
」
を
ふ
ま
え
、
フ
リ
ー
チ
ェ
の
功
績
を
認
め
な
が
ら
も
、「
芸
術
社
会
学
の
任
務
及
び
諸
問
題
」
の

限
界
を
指
摘
す
る
。
フ
リ
ー
チ
ェ
の
「
芸
術
の
型
の
法
則
的
な
反
復
」
が
「
法
則
自
身
の
歴
史
的
発
展
を
問
題
と
し
て
ゐ
な
い
」
と
批
判
し
、「
弁
証
法
の
生
け
る
社
会
に

於
け
る
姿
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
手
法
を
強
調
す
る
の
は
、
蔵
原
惟
人
と
共
通
す
る
論
旨
だ
。
最
後
に
、「
芸
術
社
会
学
と
関
連
し
て
問
題

と
な
る
の
は
、
科
学
的
美
学
の
問
題
で
あ
る
。」
と
し
て
、
次
に
掲
載
さ
れ
た
川
口
浩
「
科
学
的
美
学
の
道
」
に
つ
な
い
で
い
る
（
16
）。

ま
た
、『
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
学
研
究
第
一
号
』、「
発
刊
の
辞
」
で
「
芸
術
理
論
の
領
域
に
於
け
る
一
切
の
日
和
見
主
義
的
歪
曲
と
闘
争
し
て
、
正
し
い
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
の
上
に
立
つ
た
芸
術
学
を
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
」
を
任
務
と
す
る
と
し
て
、「
一
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
芸
術
学
の
研
究
／
二
、
芸
術
史
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
研

究
／
三
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
の
理
論
的
研
究
」
の
三
つ
が
主
た
る
活
動
と
な
る
、
と
い
う
。
こ
こ
で
も
、
蔵
原
「
芸
術
社
会
学
の
方
法
論
」
と
同
様
に
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
の
上
に
立
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
宣
言
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
で
あ
る
。『
戦
旗
』
一
九
三
〇
年
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
蔵
原
惟
人
「『
ナ
ッ
プ
』
芸
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術
家
の
新
し
い
任
務　

―
共
産
主
義
芸
術
の
確
立
へ

―
」（
17
）
は
、「
革
命
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
を
生
産
す
る
た
め
に
」
は
、「
社
会
主
義
的
観
点
か
ら
ハ
ッ
キ
リ

区
別
さ
る
べ
き
明
確
な
共ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

産
主
義
的
観
点
の
欠
如
」
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、「
第ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

一
に
我
々
の
芸
術
家
が
、わヽ
ヽ

ヽ

ヽ

が
国
の
プヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と

そヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
党
と
が
現ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

在
に
お
い
て
当ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

面
し
て
い
る
課
題
を
、
自ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ら
の
芸
術
的
活
動
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
可
能
」
だ
と
し
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
が
、
社
会
主
義
か
ら
明
確
に

区
別
さ
れ
た
、
共
産
主
義
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
三
〇
年
四
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
ナ
ル
プ
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
）
第
二
回
大
会
で
は
、
以
下
の
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
一
、
中
心
的
任
務
に
文

芸
運
動
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
を
お
く
。
二
、
芸
術
方
法
と
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
を
貫
徹
す
る
。
三
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
並
び
に
日
和
見
主
義
的
文
学
と
の
闘

争
を
掲
げ
る
（
18
）。
蔵
原
惟
人
の
問
題
提
起
を
ふ
ま
え
る
よ
う
に
、
文
学
活
動
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
視
点
か
ら
現
実
を
と
ら

え
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
論
（
19
）
を
確
認
す
る
と
共
に
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
歪
曲
す
る
よ
う
な
日
和
見
主
義
を
排
除
す
べ
き
だ
と
す
る
の
で

あ
る
（
20
）。

『
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
学
研
究　

第
一
号
』、「
発
刊
の
辞
」
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
ふ
ま
え
る
も
の
だ
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
の
観
点
か
ら
、
そ

の
意
義
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
リ
ー
チ
ェ
が
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
理
論
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
適
う
も
の
か
確
か
め
る
た
め
で
あ
り
、

同
時
に
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
芸
術
学
を
改
め
て
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。
小
宮
山
明
敏
「
現
代
日
本
文
学
史
（
一
）」
も
、
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
す
る
は
ず

だ
。
フ
リ
ー
チ
ェ
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
そ
の
限
界
を
ふ
ま
え
て
う
え
で
の
応
用
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

小
宮
山
明
敏
は
「
芸
術
と
史
的
唯
物
論
」（『
綜
合
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
講
座
第
三
巻
』
内
外
社
、
一
九
三
一
・
七
）
で
、
フ
リ
ー
チ
ェ
を
批
判
し
て
い
る
（
21
）。
ま
ず
冒
頭

で
「
史
的
唯
物
論
の
理
論
が
芸
術
の
認
識
に
お
い
て
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
て
ゐ
る
か
を
検
討
す
る
」
際
に
、「
第ヽ

ヽ

ヽ
一
に

―
芸
術
と
物
質
的
生
産
過
程
と
の
間
の
関
係
。

／
第ヽ

ヽ

ヽ
二
に

―
芸
術
と
階
級
闘
争
と
の
間
の
関
係
。」
が
課
題
と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
課
題
、
階
級
闘
争
が
芸
術
に
反
映
す
る
側
面
の
考
察
で
、
フ
リ
ー
チ
ェ

の
理
論
に
欠
け
る
点
を
指
摘
し
た
。
フ
リ
ー
チ
ェ
は
、
支
配
階
級
の
芸
術
の
主
題
に
、
階
級
闘
争
の
消
極
的
な
反
映
し
か
見
な
い
が
、「
反
映
す
る
と
こ
ろ
の
階
級
闘
争
の

姿
は
、
も
つ
と
重
大
な
積ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

極
的
な
場
合
に
も
み
ら
れ
る
」
と
す
る
。「
一ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

つ
の
階
級
のヽ
ヽ

ヽ

ヽ

芸
術
の
創ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

造
過
程
一
般
に
お
い
て
、
そヽヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

れ
は
先
行
す
る
、
まヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
は
現
存
す
る

同ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

一
の
社
会
形
態
の
中ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

に
お
け
る
他
の
階ヽヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

級
の
芸
術
の
諸
要
素
の
侵
入
、
影ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

響
と
執
拗
に
闘ヽヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
歴
史
は
連
続
す
る
以
上
、
過

去
に
支
配
的
だ
っ
た
社
会
形
態
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
現
在
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
闘
争
し
自
覚
的
に
排
除
し
な
い
限
り
は
、

真
に
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
な
り
え
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
闘
争
は
、
い
わ
ば
、
運
動
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
の
中
で
言
明
さ
れ
た
、
日
和
見
主
義
と
の
闘
争
で
あ
る
。
日
和
見
主
義
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
道
を
停
滞
さ

せ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
思
想
に
逆
戻
り
さ
せ
る
態
度
を
批
判
し
た
言
葉
で
あ
る
。
小
宮
山
明
敏
は
「
労
働
者
出
身
の
作
家
の
作
品
に
も
、
現
存
す
る
同
一
社
会
形
態
の
中
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に
お
け
る
他
の
階
級
の
芸
術
の
諸
要
素
の
侵
入
が
み
ら
れ
る
」
と
す
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
自
身
の
芸
術
を
実
現
す
る
は
ず
が
、
既
存
の
支
配
階
級
の
思
想
や
表
現
が
混

入
し
、
革
命
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
小
宮
山
明
敏
は
、
フ
リ
ー
チ
ェ
批
判
を
論
じ
た
箇
所
の
前
で
階
級
闘
争
に
つ
い
て
述
べ
、
労
働
運
動
の
発
生
か
ら
ナ
ッ
プ

の
結
成
ま
で
の
過
程
を
記
述
し
た
う
え
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
、「
資
本
主
義
社
会
に
、
必
然
的
に
発
生
発
展
し
て
く
る
所
の
対ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

立
す
る
社
会
階
級
と
し
て
の
、

プヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

展
段
階
に
お
け
る
心
理
・
イヽヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
反
映
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
」
だ
と
す
る
。
こ
の
発
言
は
、
蔵
原
惟
人
「『
ナ
ッ
プ
』
芸

術
家
の
新
し
い
任
務
」
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
直
面
す
る
課
題
を
芸
術
的
活
動
と
す
べ
き
だ
と
し
た
問
題
提
起
に
答
え
る
も
の
だ
ろ
う
。
小
宮
山
明
敏
は
、
フ
リ
ー

チ
ェ
の
方
法
を
全
面
的
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
蔵
原
惟
人
が
指
摘
し
た
フ
リ
ー
チ
ェ
の
理
論
に
欠
け
る
具
体
性
を
、
階
級
闘
争
だ
と
位
置
づ
け
た
。
そ
れ
は
、
弁

証
法
的
史
的
唯
物
論
を
応
用
し
た
方
法
で
も
あ
る
。

『
文
学
革
命
の
前
哨
』
の
題
名
の
由
来
は
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た
「
陳
情
と
革
命
前
哨
、
及
び
形
式
の
問
題
」（
前
出
）
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
小
林

多
喜
二
『
蟹
工
船
』
を
取
り
上
げ
、
前
田
河
廣
一
郎
『
セ
ム
ガ
』
が
「
ど
こ
か
ま
の
び
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
感
じ
」
で
「
暴ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

動
以
前
、
単
な
る
騒
擾
、
ま
た
は
単
な
る
陳
情
の

相
談
と
結
末
」
を
表
現
す
る
の
に
対
し 
、「
テ
ラ
ー
に
ま
で
尖
鋭
」
で
「
革ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

命
前
哨
の
意
識
を
表
現
し
得
て
ゐ
る
」
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、「
我
々
に
と
つ
て
重
要
な
こ
と

は
単
に
遠ヽ
くヽ
を
あ
こ
が
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、如
何
に
我
々
の
現
実
を
た
ゝ
か
ふ
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
う
。
こ
こ
で
述
べ
る
よ
う
な
現
実
と
の
闘
争
、ブ
ル
ジ
ョ

ア
社
会
と
の
階
級
闘
争
を
認
識
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
、
一
九
三
〇
年
頃
の
小
宮
山
明
敏
に
は
自
覚
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
三
〇
年
の
、
日
和
見
主
義
と
闘

争
し
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
正
道
を
目
指
す
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
動
向
が
あ
る
（
22
）。

歴
史
を
考
察
す
る
小
宮
山
明
敏
に
と
っ
て
、
革
命
前
哨
と
は
、
歴
史
を
過
去
の
も
の
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
現
在
に
続
く
現
実
と
し
て
生
き
る
こ
と
だ
と
認

識
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
歴
史
意
識
は
す
で
に
、「
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」
で
、
歴
史
の
現
在
に
関
わ
る
こ
と
が
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
批
判
の
モ
チ
ー

フ
に
表
れ
て
い
た
。
構
想
す
る
日
本
文
学
史
は
、
各
時
代
の
階
級
闘
争
の
過
程
を
記
述
し
問
題
を
提
起
す
る
実
践
的
な
歴
史
研
究
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
ろ
う
。
一
九
三
一
年

頃
に
書
き
残
さ
れ
た
「
現
代
日
本
文
学
史
覚
え
書
き
」（
前
出
）「
現
代
日
本
文
学
史
（
一
）」（
前
出
）「
日
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
発
達
に
お
け
る
自
然
主
義
文
学
理
論
の
特

殊
性
に
就
い
て
」（『
思
想
』
一
九
三
一
・
四
）
に
は
、
坪
内
逍
遙
『
小
説
神
髄
』
か
ら
自
然
主
義
に
い
た
る
「
ブヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ル
ジ
ョ
ア
・
レヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ア
リ
ズ
ム
＝
ブヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ル
ジ
ョ
ア
心
理
主
義
」
の

系
譜
や
、
日
露
戦
争
お
よ
び
経
済
発
展
と
自
然
主
義
に
お
け
る
「
個
人
主
義
の
確
立
運
動
」
と
の
関
係
な
ど
、
戦
後
の
日
本
近
代
文
学
史
で
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
る
問
題

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
小
宮
山
明
敏
の
社
会
と
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
お
よ
び
問
題
提
起
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
の
領
域
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
次
代

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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註（
1
） 
小
宮
山
明
敏
に
関
す
る
研
究
文
献
も
多
く
は
な
い
。
法
橋
和
彦「
小
宮
山
明
敏
年
譜
」（
稲
垣
達
郎
監
修『
現
代
文
学
研
究
叢
書
1　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
』芳
賀
書
店
、一
九
六
六
・
一
〇

所
収
）
が
伝
記
的
事
項
や
書
誌
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
法
橋
和
彦
「
小
宮
山
明
敏
試
論

―
文
学
史
家
と
し
て
の
小
宮
山
明
敏
の
業
績
よ
せ
て
」（
同
前
）
は
、
小
宮
山
明
敏
の
日

本
文
学
史
著
述
の
試
み
を
、「
国
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
主
義
」
を
守
る
た
め
に
た
た
か
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
担
い
手
、
野
呂
栄
太
郎
、
蔵
原
惟
人
、
中
野
重
治
、
宮
本
顕
治
、
宮

本
百
合
子
、
小
林
多
喜
二
、
神
山
茂
夫
の
活
動
に
連
な
る
も
の
と
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
小
宮
山
明
敏
に
対
す
る
研
究
が
少
な
い
の
は
、「
戦
後
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
検
討

が
、
蔵
原
の
理
論
活
動
と
中
野
の
鮮
明
な
作
家
的
発
言
を
軸
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
き
た
」
た
め
だ
と
す
る
。

（
2
）
他
に
、
フ
ル
マ
ー
ノ
フ 『
叛
乱
』（
マ
ル
ク
ス
書
房
、
一
九
三
〇
・
五
）、
フ
ル
マ
ー
ノ
フ
『
赤
色
親
衛
隊
』（
鉄
塔
書
院
、
一
九
三
一
・
六
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、『
新
興
文
学
全
集
第
22

巻　

露
西
亜
篇
1
』（
平
凡
社
、
一
九
三
〇
・
九
）
に
、「
ソ
ヴ
エ
ー
ト
新
興
文
学
概
観
」、
カ
ロ
ー
ニ
ン
「
下
か
ら
上
へ
」
の
翻
訳
、『
新
興
文
学
全
集
第
23
巻　

露
西
亜
篇
2
』（
平
凡
社
、

一
九
二
九
・
三
）
に
リ
ベ
ヂ
ン
ス
キ
ー
「
一
週
間
」
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
、『
世
界
文
学
講
座
9　

露
西
亜
文
学
篇
』（
新
潮
社
、
一
九
三
二
・
二
）
に
、「
純
文
芸
的
批
評
時
代
」「
ア
ン
ド

リ
ェ
ー
エ
フ
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
他
に
『
現
代
日
本
文
学
大
系
96
文
芸
評
論
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
・
七
）
に
、「
新
感
覚
派
論
、
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」（
同
前
）「
現
代
作
家
の
傾
向
に
就
い
て
」（
同
前
）
が

再
録
さ
れ
た
が
、『
現
代
日
本
文
学
全
集
94
現
代
文
芸
評
論
集
（
一
）』
を
再
編
集
し
た
も
の
だ
。
ま
た
、『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
評
論
集
7　

後
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
評
論
集
2
』

（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
〇
・
一
二
）
に
、「
陳
情
と
革
命
前
哨
、
及
び
形
式
の
問
題
」（
前
出
）「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
現
段
階
」（『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
〇
・
八
）

「
新
芸
術
派
の
特
質
、
位
置
」（
前
出
）「
科
学
的
批
評
の
可
能
、
及
び
そ
の
発
展
」（『
ナ
ッ
プ
』
一
九
三
一
・
一
）「
小
林
多
喜
二
論
」〔
没
後
掲
載
〕（『
綜
合
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
講
座
第
五

巻
』（
内
外
社
、
一
九
三
一
・
一
一
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
久
保
田
正
文
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学　

平
林
初
之
輔
」（『
現
代
日
本
文
学
全
集
別
巻　

日
本
現
代
文
学
史
（
二
）』
講
談
社
、
一
九
七
九
・
六
）
は
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
い
て
、

よ
か
れ
あ
し
か
れ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
理
論
が
先
行
し
、
優
位
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
労
働
文
学
が
い
わ
ば
自
然
発
生
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
は
目
的
意
識
性
を
は
じ
め
か
ら
内
在
さ
せ
て
い
た
と
言
い
う
る
お
も
む
き
が
あ
る
。」
と
す
る
。
小
田
切
秀
雄
と
同
様
の
見
解
を
、「
理
論
が
先
行
し
、
優
位
を
示
し
た
」
と
別
の
言
葉
で

表
現
し
て
い
る
。「
自
然
発
生
」
と
「
目
的
意
識
」
は
、
青
野
季
吉
「
自
然
生
長
と
目
的
意
識
」（『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
六
・
九
）
を
ふ
ま
え
た
言
葉
で
あ
る
。

（
5
）
山
田
清
三
郎
「
文
学
団
体
の
活
動
方
針
」（『
戦
旗
』
一
九
二
九
・
二
）
は
、「
過
去
の
芸
術
が
、
我
々
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
に
、
教
ゆ
る
と
こ
の
多
く
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
な
事
実

で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
遺
産
は
こ
れ
を
継
承
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
大
衆
（
読
者
）
と
の
具
体
的
、
現
実
的
な
結
び
つ
き
の
問
題
を
除
外
し
て
は
、

何
等
革
命
的
な
、
階
級
的
な
意
義
を
も
た
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
す
る
。

（
6
）
法
橋
和
彦
「
小
宮
山
明
敏
試
論
」
は
、『
文
学
革
命
の
前
哨
』「
第
三
部　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
批
評
論
」
に
収
め
ら
れ
た
「
二
、
芸
術
価
値
の
問
題
」
を
執
筆
し
た
一
九
二
九
年
五
月
前
後

を
画
期
的
時
点
と
し
て
、
小
宮
山
明
敏
の
批
評
を
三
期
に
分
け
る
。（
＊
「
小
宮
山
明
敏
試
論
」
で
は
、
一
九
二
六
年
五
月
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
法
橋
和
彦
「
小
宮
山
明
敏
年
譜
」（
前

出
）
に
一
九
二
九
年
と
記
さ
れ
て
お
り
誤
植
と
思
わ
れ
る
。「
芸
術
価
値
の
問
題
」
の
発
表
時
の
題
名
は
、「
芸
術
的
価
値
に
お
け
る
相
対
値
及
び
絶
対
値
の
問
題
」
で
、『
近
代
生
活
』

一
九
二
九
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
後
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
編
『
芸
術
と
マ
ル
ク
ス
主
義
』（
鉄
塔
書
院
、
一
九
三
〇
・
三
）
に
再
録
さ
れ
た
。）
第
一
期
は
、
一
九
二
五
年

九
月
以
降
の
形
式
主
義
文
学
や
新
感
覚
派
に
つ
い
て
発
言
を
し
た
時
期
、
第
二
期
は
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
前
衛
の
眼
」
を
獲
得
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
参
加
し
た
時
期
、
第
三
期

は
、『
文
学
革
命
の
前
哨
』
出
版
後
、
一
九
三
一
年
か
ら
死
没
ま
で
の
、
日
本
文
学
史
を
構
想
し
た
時
期
だ
と
い
う
。（
＊
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
前
衛
の
眼
」
は
、
蔵
原
惟
人
「「
ナ
ッ
プ
」
芸

術
家
」
の
新
し
い
任
務
」（『
戦
旗
』
一
九
三
〇
・
四
）
で
、ナ
ッ
プ
が
掲
げ
て
き
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。）
第
二
期
を
区
切
る
根
拠
と
し
て
、一
九
二
九
年
の
ア
ン
ド
リ
ェ
ー

エ
フ
に
対
す
る
発
言
の
変
化
と
、
一
九
三
〇
年
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
、
お
よ
び
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
へ
の
参
加
を
あ
げ
て
い
る
。
法
橋
和
彦
は
、
小
宮
山
明
敏
が
ブ
ル
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ジ
ョ
ア
文
学
に
目
を
向
け
た
と
す
る
小
田
切
秀
雄
の
評
価
に
該
当
す
る
の
は
、
第
一
期
の
批
評
に
限
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
本
文
「
2
」
で
示
す
よ
う
に
、
形
式
主
義

や
新
感
覚
派
を
論
じ
た
批
評
は
す
で
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
芸
術
批
判
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
の
基
本
的
な
視
点
と
、
歴
史
認
識
か
ら
文
学
を
批
評
す
る
モ
チ
ー
フ
を
含
み
、
後
の
小

宮
山
明
敏
の
批
評
と
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
連
続
性
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
法
橋
和
彦
「
小
宮
山
明
敏
試
論
」
は
、
一
九
二
三
年
の
早
稲
田
大
学
露
文
科
入
学

後
か
ら
、
学
生
の
社
会
主
義
的
組
織
だ
っ
た
建
設
者
同
盟
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
な
ど
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
近
づ
く
契
機
が
あ
っ
た
事
実
を
紹
介
し
て
い
る
。
法
橋
和
彦
は
、
第
一
期
に
マ
ル

ク
ス
主
義
の
影
響
が
な
い
と
言
う
の
で
は
な
く
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
加
わ
っ
た
第
二
期
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
思
考
の
質
的
な
転
換
と
捉
え
て
い
る
よ
う
だ
。

（
7
）
初
出
は
、「
無
意
志
前
派
時
代
を
越
え
て
」
の
題
名
で
あ
る
。『
文
学
革
命
の
前
哨
』
収
録
時
に
解
題
し
た
。
文
中
に
「
新
感
覚
派
」
と
い
う
呼
称
は
登
場
し
な
い
。
以
下
の
引
用
で
、『
文

学
革
命
の
前
哨
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
同
書
の
本
文
に
よ
る
。
た
だ
し
、
旧
字
は
新
字
に
あ
ら
た
め
た
。
な
お
新
感
覚
派
の
命
名
は
、
千
葉
亀
夫
「
新
感
覚
派
の
誕
生
」（『
世

紀
』
一
九
二
四
・
一
一
）
に
よ
る
。
ま
た
、
新
感
覚
派
に
関
す
る
文
壇
の
議
論
を
、「
新
感
覚
派
・
既
成
文
壇
論
争
」
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
（
平
野
謙
・
小
田
切
秀
雄
・
山
本
健
吉
編
『
現
代

日
本
文
学
論
争
史
上
巻
』
未
来
社
、
一
九
五
六
・
七
）。

（
8
）
形
式
主
義
を
め
ぐ
る
文
壇
の
議
論
を
、「
形
式
主
義
文
学
論
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
（『
現
代
日
本
文
学
論
争
史
上
巻
』
同
前
）。
論
争
に
関
わ
る
文
献
に
、横
光
利
一
「
文
芸
時
評
」（『
文

芸
春
秋
』
一
九
二
八
・
一
二
）、
中
河
与
一
「
鼻
歌
に
よ
る
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
九
・
二
）
な
ど
が
あ
る
。
中
河
与
一
の
形
式
主
義
文
学
論
は
、『
形
式
主
義
芸
術

論
』（
新
潮
社
、
一
九
三
〇
・
一
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
小
宮
山
明
敏
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
目
指
す
べ
き
表
現
に
つ
い
て
は
、『
文
学
革
命
の
前
哨
』「
第
二
部　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
そ
の
発
展
過
程
」「
三
、
日
本
文
学
の
位
置
」（
初
出

未
詳
）
で
論
じ
て
い
る
。「
如ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

何
に
し
て
『
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
的
な
、
専
門
家
的
な
狭
あ
い
な
内
容
と
形
式
か
ら
脱
却
し
て
、
真
に
大
衆
的
な
内
容
と
形
式
と
を
獲ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

得
す
る
』

こヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と
が
で
き
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
我
々
の
問
題
な
の
で
あ
る
。」
と
す
る
。
い
わ
ゆ
る
芸
術
大
衆
化
論
争
に
連
な
る
問
題
提
起
で
あ
る
（『
現
代
日
本
文
学
論
争
史
上
巻
』
前
出
）。

（
10
）
武
者
小
路
実
篤
を
論
じ
た
批
評
は
他
に
、「
武
者
小
路
実
篤
氏
の
位
置
に
つ
い
て　

―
よ
り
決
定
的
に
―
」（
上
）（
下
）（『
読
売
新
聞
』
一
九
二
六
・
三
・
二
五
、
二
六
）
が
あ
る
。

（
11
）
同
時
期
の
翻
訳
に
、「
芸
術
社
会
学
の
任
務
及
び
諸
問
題
」
を
収
録
し
た
蔵
原
惟
人
訳
『
芸
術
社
会
学
の
方
法
論
』（
叢
文
閣
、一
九
三
〇
・
一
〇
）、外
村
史
郎
訳
『
欧
州
文
学
発
達
史
』（
鉄

塔
書
院
、
一
九
三
〇
・
一
二
）
が
あ
る
。『
欧
州
文
学
史
』
は
三
版
で
、「
芸
術
社
会
学
」
の
論
考
を
ふ
ま
え
、
フ
リ
ー
チ
ェ
自
身
に
よ
り
大
き
く
改
訂
さ
れ
た
。
翻
訳
は
三
版
を
原
本
と
し

て
い
る
。
以
下
の
引
用
は
、
こ
れ
ら
の
本
文
に
よ
る
。
ま
た
小
宮
山
明
敏
は
他
に
参
考
文
献
と
し
て
、
本
庄
栄
二
郎
『
近
世
封
建
社
会
の
研
究
』（
改
造
社
、
一
九
二
八
・
四
）、
野
呂
栄
二

郎
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』（
鉄
塔
書
院
、
一
九
三
〇
・
一
〇
） 

、
服
部
之
総
『
明
治
維
新
史
』（
一
九
三
〇
・
四
）、
高
須
芳
次
郎
『
日
本
現
代
文
学
十
二
講
』（
新
潮
社
、
一
九
二
四
・
一
）、

永
井
一
孝
『
明
治
文
学
史
』（
文
献
書
房
、
一
九
二
九
・
三
）、
岩
城
準
太
郎
『
明
治
文
学
史
』（
修
文
館
書
店
、
一
九
二
七
・
一
〇
）
を
あ
げ
て
い
る
。

（
12
）「
現
代
日
本
文
学
史
覚
え
書
き
」
草
稿
写
真
版
が
『
現
代
文
学
研
究
叢
書
1　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
』（
前
出
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
外
村
史
郎
「
訳
者
序
」（
フ
リ
ー
チ
ェ
『
欧
州
文
学
発
達
史
』
前
出
）。

（
14
）
法
橋
和
彦
「
小
宮
山
明
敏
試
論
」（
前
出
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
経
済
史
を
考
察
す
る
視
点
に
お
い
て
、
野
呂
栄
二
郎
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』（
前
出
）
の
影
響
も
大
き

い
だ
ろ
う
。

（
15
）
蔵
原
惟
人
は
冒
頭
に
、
昇
曙
夢
の
翻
訳
は
「
色
々
な
点
で
我
々
を
も
満
足
さ
せ
な
い
が
、
し
か
し
と
も
角
こ
の
や
う
な
著
作
が
日
本
語
に
移
さ
れ
て
一
般
読
者
の
手
の
届
く
や
う
に
な
つ
た

と
云
ふ
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

（
16
）「
科
学
的
美
学
の
道
」
は
、「
美
的
観
念
」
は
「
人
間
社
会
の
発
展
と
共
に
、
絶
え
ず
変
化
し
て
き
た
」
も
の
で
あ
り
、「
美
的
芸
術
的
問
題
が
存
在
す
る
か
と
い
ふ
問
題
は
、
抽
象
的
考
察

の
基
礎
に
於
て
は
解
決
し
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
芸
術
の
歴
史
の
具
体
的
研
究
の
基
礎
に
於
て
初
め
て
解
決
さ
れ
得
る
問
題
な
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
や
は
り
蔵
原
惟
人
「
芸
術
社
会
学
の

方
法
論
」
が
指
摘
す
る
、
フ
リ
ー
チ
ェ
の
求
め
る
よ
う
な
法
則
が
抽
象
に
堕
す
る
危
険
性
を
ふ
ま
え
た
論
と
な
っ
て
い
る
。
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（
17
）
初
出
で
は
、
佐
藤
耕
一
名
義
で
、
副
題
の
「
共
産
」
は
、「
×
×
」 

と
伏
せ
字
に
な
っ
て
い
る
。
引
用
は
、『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
評
論
集
・
4　

蔵
原
惟
人
集
』（
新
日
本
出
版
社
、

一
九
九
〇
・
七
）
に
よ
る
。
ナ
ッ
プ
は
、全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
表
記　

N
ippona A

rtista Proleta. Federacio 

の
略
称
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
三
月
二
五
日
に
、日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
と
前
衛
芸
術
家
連
盟
が
合
同
し
て
結
成
さ
れ
た
。『
戦
旗
』
は
、
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
（
栗
原
幸
夫
「
ナ
ッ
プ
」『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
第
四
巻　

事
項
』

一
九
七
七
・
一
一
）。
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
（
多
数
派
の
意
味
）
は
、
一
九
〇
三
年
レ
ー
ニ
ン
の
指
導
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
内
に
結
成
さ
れ
た
。
革
命
的
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
を
掲
げ
る
そ
の
理
論
を
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
則
る
こ
と
で
あ
る
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
、
メ
ン
シ
ェ
ビ
キ

（
少
数
派
の
意
味
）
と
対
立
し
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自
由
主
義
的
要
素
で
あ
る
日
和
見
主
義
を
批
判
す
る
過
程
を
経
て
、
一
九
一
九
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
形
成
以
降
は
、
国
際
的
に
も
現
代

マ
ル
ク
ス
主
義
、
共
産
主
義
の
正
統
派
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
」『
哲
学
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
七
一
・
四
）。

（
18
）
山
田
清
三
郎
「
大
会
を
通
じ
て
同
盟
の
発
展
を
見
る
」（『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
二
・
四
）
に
よ
る
。
な
お
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
け
る
、
一
九
三
〇
年
の
ボ
ル

シ
ェ
ビ
キ
化
に
つ
い
て
は
、
山
田
清
三
郎
『
増
補
改
訂
版　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史　

下
』（
理
論
社
、
一
九
六
七
・
二
）「
Ⅴ　

ナ
ッ
プ
時
代
・
下
」、
栗
原
幸
夫
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と

そ
の
時
代
』（
平
凡
社
、
一
九
七
一
・
一
一
）「
Ⅳ
「
政
治
の
優
位
性
」
論
」
を
参
照
し
た
。

（
19
）
蔵
原
惟
人
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
道
」（『
戦
旗
』
一
九
二
八
・
五
）
は
、「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
レ
ア
リ
ス
ト
」
は
「
生
活
の
問
題
解
決
を
抽
象
的
な
る
正
義
・
人
道
に
求
め
」

て
「
自
己
の
主
観
的
構
成
」
に
よ
っ
て
「
社
会
の
問
題
」
を
見
て
お
り
、「
客
観
的
に
、
歴
史
発
展
に
お
い
て
見
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア

リ
ズ
ム
」
は
、「
あ
ら
ゆ
る
個
人
的
問
題
を
も
社
会
的
観
点
か
ら
見
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
」
を
掲
げ
、「
明
確
な
階
級
的
観
点
を
獲
得
」
し
た
う
え
で
、「
現
実
を
そ
の
全
体
性
に
お
い
て
、
そ

の
発
展
に
お
い
て
見
る
」
よ
う
な
「
真
の
レ
ア
リ
ス
ト
」
に
な
る
べ
き
だ
と
す
る
。

（
20
）
蔵
原
惟
人
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
の
組
織
問
題
」（『
ナ
ッ
プ
』
一
九
三
一
・
六
）（
＊
発
表
時
は
、
古
川
荘
一
郎
名
義
）
は
、「
ナ
ッ
プ
内
部
に
お
け
る
一
切
の
日
和
見
主
義
と
の
闘
争
、

活
動
方
針
と
組
織
問
題
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
方
向
の
歪
曲

―
一
般
活
動
方
針
に
お
け
る
非
政
治
主
義
と
極
左
政
治
主
義
、
評
論
に
お
け
る
観
念
主
義
と
機
械
主
義
、

作
品
に
お
け
る
自
然
主
義
的
心
理
主
義
と
、
そ
れ
へ
の
機
械
的
反
発
で
あ
る
卑
俗
化
傾
向
、
組
織
方
針
に
お
け
る
無
統
制
主
義
と
極
度
の
統
制
主
等
々
と
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
に
対
す
る
妥

協
主
義
と
の
容
赦
な
き
闘
争
は
一
層
強
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
す
る
。
引
用
は
、『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
評
論
集
・
4　

蔵
原
惟
人
集
』（
前
出
）
に
よ
る
。

（
21
）
法
橋
和
彦
「
小
宮
山
明
敏
試
論
」（
前
出
）
は
、
小
宮
山
明
敏
は
「
現
代
日
本
文
学
史
覚
え
書
き
」
お
よ
び
「
芸
術
と
史
的
唯
物
論
」
に
お
い
て
、「
極
左
的
な
い
し
政
治
至
上
主
義
的
で
な

い
レ
ー
ニ
ン
的
反
映
論
の
正
統
的
解
釈
を
そ
の
基
礎
に
据
え
」
た
文
学
史
叙
述
の
方
法
論
を
示
し
、「
芸
術
は
階
級
闘
争
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
、
ま
た
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
一
つ
の
機
能
と
し
て
階
級
闘
争
へ
逆
に
影
響
す
る
」
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
、
フ
リ
ー
チ
ェ
を
批
判
す
る
と
い
う
。

（
22
）
法
橋
和
彦
「
小
宮
山
明
敏
試
論
」
の
い
う
一
九
二
九
年
頃
の
変
化
を
、
本
論
で
は
、
一
九
三
〇
年
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
の
影
響
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

＊
本
論
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
Ｃ
課
題
番
号
１
５
Ｋ
０
２
２
７
８
「
言
説
闘
争
と
し
て
の
日
本
近
代
詩
史
を
再
編
す
る
昭
和
期
モ
ダ
ニ
ズ
ム
出
版
物
の
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。


